
1 集 約放牧を組み入れた草地型酪農事業経営募術体禾 モ

僣 試 乳 牛青F‐却料機研部 ‐ ―
草地部 経 営部

車地型酪農専業経営の実証試験で、搾乳牛 1頭当たり年間搾乳量   |

6,500し、粗飼料からのTDN自 給率 60%、 専従2人の技術体系 !

を実証した。

(1)背 景と特徴

これからの岩手酪農は、飼料自給を根幹とした体コスト良質牛乳を生産し主産地化争目:指しているが

主産地形成地帯の中には、今後←も車地型酪農を推進してゆく
べき地帯も残されている。またこの推進

のためには、飼料生産から牛乳生産までの
一連の各部門の調和展開が肝要であり、このための資として

『寒冷地における草地型酪農専業経営実用化技術組立試験」の実証を通じ、今回標題を作成したので参

考に供する。

( 2 ) 技術 内容

1)標 題の技術体系 (寒冷地における草地型酪農専業経営実用化技術組立試験参照)

この技術体系は草地 10れ 、成牛 24頭 規模、事業労力 2人、夏季放牧冬季舎飼牧草サイ
レージ主

体飼養、牛舎は自然流下式対頭複列スト
ール、パイプライン方式ならびにサイ■等附帯施設、車地管

理機械等を装備する経営として実証 し体系づけした。

働 牛 乳生産 草 地 10れ (放牧地 6れ 採 車地 4れ )成 牛 24頭 飼養により年間 120t(搾 乳牛 1

頭当たり6,500 KP)の生産が可能である。

的 放 牧期間 4月 下旬から11月 上旬まで 195日可能である。

働 組 飼料からのTDN自 給率  約 60%(成 績では61.3%)で ある。

口 牧 草サイレージ調製作業  放 牧地 2れ分は 1番草のみ、採車地 4あ分は 1～ 3番車の収穫調製

で詰込乾物量50t確 保出来、作業も各番車 4～ 5人の組人員で延 7日 間で実施出来る。

働 労 働時間  本 体系の経営装備条件から、年間 1頭当たり飼養管理時間は 12o時間以内、 1日 当

たりでは夏季7.6、冬季 8.6時間で専従 2人で充分可能である。

草地 10a当 たりでは、 4時 間以内である。

(3)指 導上の留意点

1)こ の技術の適用前提

この技術体系は、畜産試験場の平らな圃場条件のなかで 5ケ年にわたる実証を経て作成したもので

車地 10れ 、専従労力 2人の前提で、成牛24頭 飼養、夏放牧、冬牧草サイ
レージ主体飼養とそれに

附属する牛舎施設、機械装備条件のなかで組立て体系づけした点が特徴である。従って利用に当たつ
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ては、現地の立地条件、経営条件を勘案した柔軟な適用とされたい。

なお、集約放牧等の管理条件から言えば、適用は成牛群頭数30頭 前後までが無難であろう。

の 対象地域と適用条件

北東北の草地型酪農地域が対象となるが、他地域でも条件が近似なら適用出来る。

またその他の経営類型でも部分技術、部門別管理条件等に共通性があれば、その部分適用は出来よ

う。

3)今 までに普及に移した部分技術  (参 考事項)

切 寒冷地における自然流下式糞尿溝牛舎の適応性

的 草 地型酪農におけるサイレージ調製の機械化体系

働 搾乳牛の輪像放牧

口 簡易自動ゲートの試作

働 手し頭薬剤浸積による乳房炎予防

(4〕関連課題名

寒冷地における車地型酪農事業経営実用化技術組立試験

t 5 ) 参考 資料

同上課題の中間報告書 (昭和 51～ 54)

(昭和 54)

(昭和 54)

( 昭和 5 5 )

(昭和 56)

(昭和 56)

(昭和 51～ 55)
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総括的なとりまとめ

本試験の経営規模は草地面積 10あ (採草地 4れ 、放牧地 6あ、通作距離 l KL、傾斜斜度 7度まで)成

牛 24頭 飼養、専従労力 2人及びそれに付随する施設装備で実施したが、試験開始 3年 目以降、安定年次

経営成果総括表
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達成率は実績/計 画
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として把えると、概ね所期の技術水準経営目標は達したと考える。

54 年 5 3 年 52 年

実 績 達成率 ぐ%) 実 績 葬         《夕あ) 実 績 達成率の
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